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「被災地の復興・再生に向けた 
環境省の取組」からみた 

福島復興に向けた取組の概観 
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環境省資料 
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技術実証事業の進展 
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（出典）中間貯蔵施設環境安全委員会（第17回）資料１「中間貯蔵施設事業の状況について（2020年３月環境省）」より 
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中間貯蔵施設内での技術実証の展開 
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（出典）中間貯蔵施設環境安全委員会（第17回）資料１「中間貯蔵施設事業の状況について（2020年３月環境省）」より 



技術実証フィールド 
～ 減容・再生利用の技術開発の推進 ～ 

撮影：2020年８月 

東  
門 

分析室棟 

第二 第一 
資 材 置 場 資 材 置 場 

• 中間貯蔵施設エリア内に位置するという立地環境を生かし、中間貯蔵施設に運び込まれた

除去土壌等の実物を用いて調査研究を行うことができます。 

• こうした特長を生かして、除去土壌等の減容・再生利用や最終処分を進めていくための技

術開発を効率的に行ってまいります。 

• さらに技術実証の取組の発信などをすすめ知のネットワークの形成に寄与してまいります。 
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実証試験者 実証テーマ 実施年度 

鹿島建設 
 除去土壌中の放射性Cs含有粘土の分離性 
 向上を目指した物理的解泥技術の実証 

2019 

日立造船 
 ばいじん等からのCs分離回収と 
 その安定化技術の実証 

2019 

奥村組 
 膨潤抑制剤添加処理により除去土壌 
 の再利用を効率化する技術 

2019～20 

国立環境研究所 
   ・JESCO 

 除去土壌の再生利用時の安全性や 
 安定性に関する実証実験 

2019～21 
(継続予定) 

九州大学 
 溶融スラグ及び洗浄飛灰を用いた高圧脱水 
 ブロック製作による再生利用 

2020 

大成建設 
 微粉砕土壌をジオポリマーの固化材料として 
 利用する技術 

2020 

大林組  溶融スラグの再生利用等技術の実証 2020 

昨年度（2019年度）、今年度（2020年度）は、以下の実証試験に取り組んでいます。 

技術実証フィールドにおける実証試験 
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実証試験者 実証テーマ 実施年度 

原子力安全研究協会 
次世代を担う人材への除去土壌等の管理・減容
化 ・再生利用等の理解醸成  

2019～20 

福島工業高等専門学校 
除去土壌の再生利用等に関わる理解醸成のため
の課題解決型アプローチの実践 

2019～20 

東京工業大学 
汚染土壌分級物から回収されたCsの高減容・安
定固定化 

2019 

九州大学 
最終処分に向けた高圧脱水ブロックによる焼却灰
の減容化と放射性セシウムの安定化 

2019 

三菱総合研究所 
酸化グラフェンを利用した溶融飛灰洗浄水の減容
化に関する研究 

2020 

東京工業大学 
飛灰洗浄水中の放射性Cs安定固化のためのイン
ドラム式ガラス固化技術の開発 

2020 

東日本計算センター 
ドローンによる広域多点撮影とAI技術による中間
貯蔵施設維持管理業務の高度化・効率化 

2020 

アジア航測 
中間貯蔵施設の維持管理におけるＵＡＶ（ドロー
ン）を用いた点検・監視の効率化手法実証 

2020 

技術実証フィールド以外でも、以下の実証事業を実施しています。 

（※）その他の公募技術実証事業（2019、2020年度） 
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• 除染で発生した土壌などについて、中間貯蔵開始後３０年以
内の最終処分を見据えた減容・再生利用等に活用しうる技術
実証テーマを広く公募 

  （※平成28年度からJESCOが事務局） 
• 応募のあった技術は外部有識者から構成される審査委員会で
厳正に審査 

• H30年度から複数年度（原則３年以内）の提案も対象、H31
（R1)年度から技術実証フィールドを利用する提案も対象 
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除去土壌等の減容等技術実証事業（公募技術実証事業） 

（R２年度公募における対象事業分野） 
（１）除去土壌等の減容・再生利用等 
 ① 減容技術 
 ② 再生利用等技術 
 ③ 減容処理後の放射能濃度の高い残渣等の管理等に資する技術  
（２）除去土壌等の中間貯蔵等の関連技術  
（３）除去土壌の再生利用・最終処分に向けた理解醸成  



（出典）中間貯蔵除去土壌等の減容・再生利用技術開発戦略検討会（第11回） 
    資料3-1 「減容・再生利用技術実証の現状と今後の予定－現状技術の把握・評価－資料１」（2019年12月19日）より 

環境省資料 
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（参考資料） 
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技術実証フィールドの施設 
≪ 実証ヤード ≫ 

 実証ヤードで実証試験を行います。 
 

 およそ40m×40mの用地が４面あります（それぞれ二分割利用も可能）。 
 

 公募により選定される実証事業者や、JESCO（共同研究者も含む）が利用します。 
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技術実証フィールドの施設 
≪ 分析室棟 ≫ 

放射能濃度分析、土質試験、化学分析等を行います。 
 

 ⇒試験結果の整理や打合せに利用できる実証事業者ブースも備えています。 
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技術実証フィールド・分析室での主な分析項目 

放射能濃度測定 化学分析 土質試験 

ゲルマニウム半導体検出器
により、試料の放射能濃度
の測定を行います。 

除去土壌の再生利用の際に
必要な土質試験を行います。 

試料に含まれる 
重金属等の化学分析を行います。 
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技術実証フィールドの施設 
≪ 資材置場 ≫ 

第一資材置場 内部の様子 

実際の除去土壌等の資材を保管・調整します。 
 

 ⇒8000Bq/kg超(第一資材置場)と8000Bq/kg以下(第二資材置場)の資材を分けて 
   安全に管理します。 
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技術実証フィールドの位置 

技術実証フィールドは、中間貯蔵施設区域内にあります。 

国道6号 

中間貯蔵施設区域 双葉町 大熊町 
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